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(2010年4月-.. 2011年3月)
後藤寛樹
は じ め に
日 本語教育部 門 で は ， 2003 年度よ り 毎週水 曜 日 の 昼休 み を 利 用 し て ， 日 本語教育部 門 の 専任教員 が
留学生か ら の 日 本語 に 関す る 相談や質問に対応す る 「 日 本語相談」 を実施 し て い る 。 こ れ は， 日 本語 に
関す る 問題で あ れ ば， 日 本語 の 授業の 内容 と は 関係 な く ， アポイ ン ト な し で相談で き る と い う シ ステ ム
で， 授業以外の場で の 日 本語学習支援 と し て 機能 し て い る 。
2010 年度 も 合計 28 回 の 「 日 本語相談」 を実施 し ， 日 本語学習に 関す る 質問 ・ 相談， 作文 ・ レポ ー ト
の 添削， 進学 ・ 就職 に 関連す る 日 本語の 文章の チェ ッ ク や面接 の 練習など， 多岐 に わ た る 目 的 で の 利用
が あ っ た。 以下， 2010 年度の 「 日 本語相談」 の 実施状況 に つ い て報告す る 。
2 í 日本語相談」の概要
日 本語相談の 概要 は 次 の と お り で あ る 。
1 ) 実施場所
留学生セ ン タ ー l 階談話室 に お い て 実施 し た。
2 ) 実施期間 お よ び実施 日 時
授業期間 の 毎週水曜 日 の 昼休み 12 時か ら 13 時ま で の時聞 を利用 し て 実施 し た。 ま た 夏季休業期
間 に も 水曜 日 の 昼休み の時間 に 4 回実施 し た。
前期 2010 年5 月 12 日 か ら 7 月 28 日 ま で(全 12 回)
夏季休業期間 2010 年8 月 4 日 ， 1 1 日 ， 25 日 ， 9 月8 日 (全 4 回)
後期 2010 年 11 月 10 日 か ら 201 1 年 2 月 9 日 ま で(全 12 回， 冬季休業期 間 は 除 く )
3 ) 担 当 者
日 本語教育部 門 の 教員 4 人(加藤， 副 島， 漬 田 ， 後藤) が， 1 回ご と に 交代 し て 担 当 し た。
3 í 日本語相談」の実施状況
3. 1  í 日本語相談」への来談者
表 1 は， 2010 年度に 相談 に 訪れ た 来談者の数を所属学部別 に ま と め た も の で あ る 。
2010 年度は人文学部 の 来談者が全来談者の 約7 割 を 占 め て い た 。 人文学部 の 来談者の 在籍身分 を 見
て み る と ， 前期 ・ 後期 と も に 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生(以下， 1 日 研生」 と す る ) の 利用 が多か っ た。 3.2
で相談内容 に つ い て 詳 し く 述べ る が， 前期 は 日 研生が修了レポ ー ト を執筆す る 時期 で， そ の添 削 を 希望
し た 日 研生が 「 日 本語相談」 を 利用 し ， こ の よ う な 結果 に な っ た と 思わ れ る 。 ま た あ る 日 研生 は ， 定期
的 に 「 日 本語相談」 を利用 し て お り ， 質問が あ る と き に 利用 す る と い う よ り も ， む しろ積極的 に自分の
学習の サイク ル のひ と つ と し て ， こ の時間 を 活用 し て い る 様子が見 ら れ た 。 後期 は 10 月に 来 日 し た 日
研生が時間割 の 都合で総合 日 本語 コ ー ス 「漢字」 を受講す る こ と が で き ず， こ の 学生 の 漢字学習を 「 日
本語相談」 を利用 し て行 っ て い た。 そ の た め 日 研生 の 利用 が多 く な っ て い る 。 後期 に 利用 し た 「 そ の 他」
の 学生 は杉谷キ ャ ン パ ス に 在籍 し ， 日 本語研修 コ ー ス を受講 し て い た研究留学生 で あ る 。
夏季休業期 間 に つ い て は， 4 回 の 実施で わ ず か 2 人が利用 し た の み で あ っ た。 こ の 期 間 の 実施 日 は，
留学生 セ ン タ ー の 行事予定， 大学の一斉休暇の 日 程， 日 本語教育部 門 の 教員 の 研究等の 都合 に 合わせて
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設定 し た も の で あ る が， 夏季休業期 間 中 の 学生 の 利用希望 の 有無を調べ， 実施の 必要が あ る な ら ば， 学
生 の 利用 しやす さ な ど も 踏 ま え て ， 実施 日 を 設定す る 必要 が あ る と 言え る だろ う 。
表1 来談者数
(単位 :人)
目日 期 夏季休業期 間 後 期 f仁』1 計
人 文 寸A主らι 部 21  。 19 40 
人 間 発 達 科 学 部 。 4 5 
経 済 jA
孟
二
'" 
部 。 2 2 4 
理 寸A
且
二. 部 。 。 。 。
工 τA且F 部 。 7 8 
そ の 他 。 。 1 1 
f仁h1 計 23 2 33 58 
3.2  相談内容
表 2 は 2010 年度の 「 日 本語相談」 で の 相談件数を 内容別 に ま と め た も の で あ る 。
2008 年度ま で は， 前期 お よ び夏季休業期 間 の 相談 内 容 は ， ①大学院入試科 目 「小論文」 の 練習 と し
て 書 い た 作文 の 添 削 が多か っ た。 大学院入試の 「小論文」 対策 を し た い と い う 留学生 の ニ ー ズ を 受 け ，
日 本語教育部 門 で は， I 日 本語学習支援サイ ト RAICHOJ と 「 日 本語相談」 と を 連動 さ せて ， 大学院
入試 に お け る 「小論文」 科 目 へ の 対策 が で き る 体制 (小論文 の 書 き 方 コ ー ス ) を 整 え て い る が， 2009， 
2010 年度 と 2 年続 け て こ の コ ー ス の 利 用 者 は な か っ た。 こ の 傾 向 は一時的 な も の な の か， あ る い は，
こ の 傾向 が続 く の か， 今後 の 状況を 予測す る の は難 しL、。 た だ， 既 に 体制 の 整備 は で き て い る の で， 仮
に 「小論文」 科 目 へ の 対策 を 希望す る 留学生が現れ た場合 に は， こ れ ま で の ノ ウ ハ ウ を生か し て 指導 に
あ た る こ と が可能だろ う 。
一方で， 2008 年度ま で の 相談件数 と 比べ て 多 く な っ て い る の は， ②授業 に 関 連 し た作文やレポ ー ト
な どの 添削， ④ 日 本語学習に 関す る 相談 で あ る 。 前期 は授業に 関連 し た作文やレポー ト の 添削が 1 1 件で，
相談件数 の 約半数を 占 め て い た。 こ の う ち 半数 の 6 件 は ， 人文学部の 日 研生 の 修了レポ ー ト に 関す る も
表2 相 談件数
(単位 : 件)
相談内容 前期 夏期 後期 計
①大学院入試科 目 「小論文」 の 練習作文 の 添 削 。 。 。 。
②授業 に 関連 し た作文や論文 (レポー ト ) などの添削 1 1  5 17  
③進学 ・ 就職活動 に 関連 し た 相談 (作文 の 添削 ・ 面接 の 。 。 2 2 練習な ど)
④ 日 本語学習 (文法 ・ 会話 ・ 語葉 ・ 漢字 ・ 発音 ・ 勉強法) 5 1 2 1  2 7  に 関す る 相談
⑤手続 き に 関す る 書類 (各種保険や注文書等) に つ い て 1 I 。 2 の相談
⑥修学上 ・ 生活上 の 相談 2 1 。 3 
⑦ そ の 他 ( 日 本事情 に 関 す る 質 問 ， 手紙 の 添削 ， 文献 の 7 。 6 13 探 し 方 ， そ の 他)
計 26* 4* 34水 64* 
* 1 人 の 相談者か ら 複数 の 相談 を 受 け る 場合 も あ る の で， 来談者数 よ り も 多 く な っ て い る 。
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の で あ っ た。 そ の 他の 5 件 に つ い て も ， 人文学部 の 日 研生 お よ び短期留学生が授業に 関連す る 作文， レ
ポー ト ， ズ ピ ー チ 原稿 などの添削 を希望 し て 利用 さ れ た も の で あ る 。 後期 は 日 本語学習に 関 す る 相談が
21 件で相談件数 の 約 6 割 を 占 め て い る 。 こ の う ち 半数強の 12 件 は ， 人文学部 の 日 研生 の 漢字学習で の
利用 で あ る 。 残 り の 9 件 は， 授業内容 に 関す る 質問， ク ラス で学んだ 日 本語 の 練習， 学習方法に つ い て
の相談などで の 利 用 で， 日 本語研修 コ ー ス を受講中 か過去 に 受講 し て い た 学生か ら の 相談が多 か っ た 。
4 担当者 に よ る 打ち 合わせ
「 日 本語相談」 は， 日 本語教育部 門 の 専任教員 が l 回ご と に 交代 し て 実施 し て い る 。 今年度は， 筆者
が と り ま と め を 担当 し て ， 他の 専任教員 と 連携 を取 り な が ら 実施 し た。 学期 の 開始時等 に 必要 に 応 じ て
ミーテ ィ ン グ を 開催す る か， あ る い は メ ー ル会議 に よ っ て ， 日 程や広報活動の 実施等 に つ い て 打 ち 合 わ
せ ・ 検討を行 っ た 。 2010 年度の 打 ち 合わせは以下の よ う に 実施 し た。
1 ) 第 1 回 打 ち 合わせ
日 時 : 2010年 4 月 1 日 (木)
場所 : メ ー ル会議
内容 : 2010年度(前期 ・ 後期) の 実施 日 程 と 担 当 の 決定， 前期実施分 の 広報活動の 分担
2 ) 第 2 回打 ち 合わせ
日 時 : 2010年7 月 2 日 (金)
場所 : メ ー ル会議
内容 : 夏季休業期 間 の 実施 日 と 担 当 の 決定， 広報活動の 分担
3 ) 第 3 回打 ち 合わせ
日 時 : 2010年10月 6 日 (水) 13時半
場所 : 共通教育棟A43教室
内容 : 前期 お よ び夏季休業期 間 の 実施内容の 報告
4 ) 第 4 回打 ち 合わせ
日 時 : 2010年10月19 日 (火)
場所 : メ ー ル会議
内容 : 後期実施分の 広報活動 の 分担
5 ) 第5 回打 ち 合わせ
日 時 : 2010年 2 月25 日 (金)
場所 : メ ー ル会議
内 容 : 後期 の 実施内容の報告
5 おわ り に
日 本語教育部 門 で 「 日 本語相談」 を 開始 し た 2003 年度か ら 8 年が経過 し ， こ こ 数年 「 日 本語相談」
の 利用状況 も 変化を 見せて い る 。 こ の 変化 の 要 因 がど こ に あ る の か を調査す る の は難 し い が， 状況が い
か に 変化 し た と し て も ， 留学生 の ニ ー ズ に 応え る べ く ， 通常の 授業以外 に も 留学生 の 日 本語学習を支援
で き る よ う な 体制 を整え て お く 必要 が あ る 。 今後 も ， 留 学生 を取 り 巻 く さ ま ざま な 状況の 変 化 に 即座 に
対応す る た め の 方策 のひ と つ と し て ， I 日 本語相談」 の よ り 有効的 な 活用 方法を検討 し ， よ り よ い支援
が行え る よ う に 努 め て い か な け れ ば な ら な い。
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